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 質問事項 回答 

1 ・本業務に関連する業務のプロポーザル等

への参加制限について 

 

本業務を実施したことにより、今後予定さ

れている「実施設計施工一括発注プロポーザ

ル用要求水準書(案)及び実施要領(案)の入

札等に参加を制限されることはないという

認識でよろしいでしょうか。 

・今回の業務を受注したことを条件に

参加を制限することはありません。 

2 ・現地調査について 

 

本業務で行う現地調査は、踏査・目視確認

を基本とするという認識でよろしいでしょ

うか。(測量や樹木調査等の詳細調査は本業

務に含まれないという認識でよろしいでし

ょうか。) 

・要求水準書作成を踏まえ、提案の内

容に基づいて、必要な安全基準、遊具

の規模感、キャンプ場との回遊同線な

どの基本計画策定の条件整理に必要な

調査を行うこと。 

・提案の内容に沿って、必要に応じた

樹木調査等を行うこと。 

3 ・町から提供可能な既存資料について 

 

本業務実施時に、町から提供可能な既存資

料（測量図、地形図、樹木調査資料、インフ

ラ関係図面等）の有無をご教示ください。 

・インフラ関係、建築物の一部につい

ては、既存資料の提供は可能です。 

・森林計画図、森林簿(個人情報を含ま

ない)も提供可能です。 

4 ・概算事業費およびランニングコスト算定

について 

 

概算事業費及びランニングコストの算定

について、町として想定している施設整備費

の上限や算定条件があればご教示ください。 

 

また、令和 9 年 1 月 29 日に納品後は、変

更できないという認識でよろしいでしょう

か。 

・概算事業費の上限はありません。 

・算定条件については、設計費(要求水

準書作成、詳細設計、実施設計など)、

工事費(遊具制作、設置等)など、概算

事業費内訳別に算定すること。ランニ

ングコストについても同様とする。 

・概算事業費及びランニングコスト積

算内訳書納品後の変更は、必要に応じ

て検討のうえ判断する。 

 


